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ウェーブレット解析を用いた画像分離について
モノクロ画像

モノクロ画像は，正方形メッシュ上に輝度値（０：黒から２５５：白までの整数値）
を持つ関数である．値をz 軸に取ると，平面で定義された関数であることが分かる．
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フーリエ変換
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マスク
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フーリエ変換の特定の範囲を切り出すために，0 から 1 までの値を取るマスク（関数）
を作る．フーリエ変換に上図のマスクをかけると白の部分の値だけ取り出せる．

フーリエ乗算作用素
画像をフーリエ変換して，マスクをかけて，逆フーリエ変換する操作を，フーリエ
乗算作用素とよぶ．空間周波数と直交する波面 ( エッジ：輪郭線 ) が抽出される．
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フーリエ変換

マスクをかける

逆フーリエ変換

画像分離問題とその解法
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周波数領域を
左図のように
半径の比を一
定にして覆う
のがウェーブ
レット解析で
ある．
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